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オホーツク管内における広葉樹活用に向けた取組



再び広葉樹とともに歩む、
あたらしい北海道林業のかたち。

いま、北海道の林業は大きな転換点を迎えています。
人工林資源の充実が進む一方で、天然生林の多くを占める広葉樹の活用は、未だ道半ばです。 

多様な樹種、美しい木目、高い強度。
これらは世界に誇れる資源ですが、消費量は減少の一途をたどっています。

私たちは考えました。 価値を正しく認識し、扱い方を変えるべき時が来たのだと。

本会には、志を同じくするオホーツク管内の林業・木材産業関係者が結集しました。
伐採から搬出、乾燥、製材、そして販路開拓まで。

一社単独では突破できなかった壁を
連携と情報共有によって乗り越えるための、さまざまな意見を出し合いました。

これは、北海道の広葉樹を「稼げる森林資源」へと再定義するための第一歩です。
森づくりに携わる私たちが、まず変わる。

次世代へ豊かな産業を残すための取り組みが、オホーツクから始まります。

[札鶴ベニヤ㈱] 代表取締役社長／山本 純也
[㈱山上木工] 代表取締役社長／山上 裕一朗
[佐藤木材工業㈱] 代表取締役社長／佐藤 健右
[㈲真貝林工] 取締役／眞貝 眞佐喜
[ニシオカ製作所] 木工作家／西岡 亨
[加賀谷木材㈱] 代表取締役社長／加賀谷 雅治
[遠軽地区森林組合] 参事／三瓶 英樹
[円舘工芸舎] 代表／円舘 金・企画・営業／円舘 綾子
[㈲葛西木材工業] 代表取締役／葛西 達彦
[(一社)オホーツク森林産業振興会] 事務局長／近田 卓

[網走地区森林組合] 参事／白木 考行・事業部長／長島 功太郎
[オホーツク中央森林組合] 業務係長 前田 公平
[相富木材加工㈱] 代表取締役／土田 京一
[㈱遠藤組] 林業部長／鎌田 和希
[住友林業㈱紋別森林事業所] 内木 翔大
[おいで家具] 代表／下小路 智之
[北海道森林組合連合会 北見] 所長／早坂 健太・所員／音喜多 真美
[北見広域森林組合] 事業部長／植松 彰
[滝上町森林組合] 参事／吉田 哲治・課長補佐／新田 勝規
[オホーツク楽器工業㈱] 代表取締役社長／齋藤 義英・工場長／向井地 紀幸

[新生紀森林組合] 業務課長／田川 薫
[㈱佐藤製材工場] 林材部長／丸井 秀樹
[国安産業㈱] 造材係長／亀田 雄基
[江本木材産業㈱] 課長／江本 尊哉
[㈱髙橋工務店] 代表取締役／髙橋 広明

座談会参加者

※敬称略・順不同
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出
口（
販
路
）の
不
明
確
さ

せ
っ
か
く
良
い
木
を
伐
っ
て
も
、

具
体
的
な
売
り
先
が
見
え
な
い
た
め
、

パル
プ
材
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

網走
地区森林組合

白木 考行

供
給
と
需
要
の
バ
ラ
ン
ス
調
整

去
年
は
需
要
が
あ
っ
た
が

今
年
は
ど
う
か
、と
い
っ
た

景
気
変
動
に
伴
う
不
安
定
さ
が
あ
る
。

北見
広域森林組合

植松 彰

川
下
が
必
要
と
す
る

規
格
な
ど
の
情
報
不
足

家
具
や
楽
器
に
適
し
た

樹
種・太
さ・長
さ
の
ニ
ー
ズ
が

現
場
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

オホ

ーツク楽器工業

齋藤 義英
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希
少
樹
種
の
入
手
困
難
さ

使
う
材
料
が
昔
と
変
わ
っ
て
き
て
、悪
い
材

料
と
い
う
の
も
ま
た
人
気
は
出
て
い
る
が
、

材
料
調
達
は
他
地
区
の
業
者
に
頼
ん
で
い

る
現
状
。

円舘工芸舎

円舘 金

乾
燥・品
質
条
件
の
不
一
致

家
具
製
作
に
は
人
工
乾
燥
が
不
可
欠
だ
が
、

乾
燥
体
制
の
な
い
地
元
材
は

品
質
リ
ス
ク
か
ら
使
い
に
く
い
の
が
現
状
。

ニシ
オカ製作所

西岡 亨

ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
必
要
性

値
段
の
競
争
は
す
ご
い
が
、国
産
に
こ
だ
わ

る
お
客
さ
ん
が
多
い
の
も
事
実
。弊
社
は
多

少
の
曲
が
り
や
節
が
あ
っ
て
も
問
題
な
い
の

だ
が
、シ
ラ
カ
バ
が
集
ま
ら
な
い
の
が
課
題
。

相富
木材加工

土田 京一

住
宅
用
資
材
と
し
て
の

限
定
的
な
用
途

広
葉
樹
を
住
宅
に
使
う
と
な
る
と
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
使
う
材
が

限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

髙橋工務店

髙橋 広明

木
材
の
差
別
化

住
宅
で
も
こ
だ
わ
る
方
は
い
て
一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ

る
の
で
、外
材
と
道
産
材・国
産
材
で
差
別
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

髙橋工務店

髙橋 広明

受
注
生
産
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
事
前
共
有

伐
採
前
に
欲
し
い
樹
種・規
格
の
具
体
的
な
情
報
が

あ
れ
ば
、皮
は
剝
け
て
し
ま
う
が
、ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
等

の
機
械
で
も
現
場
で
の
対
応
が
可
能
。

遠藤組

鎌田 和希

ど
う
い
う
会
社
が
ど
の
程
度
の
材
が
欲
し
い
か
分

か
れ
ば
、分
け
て
用
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
話
で

は
な
い
。

国安産業

亀田 雄基

「
出
口
」を
肌
で
知
る
教
育

川
上
の
担
当
者
が
実
際
に
加
工
工
場
を
訪
れ
、ど
の

よ
う
な
低
質
材
な
ら
活
用
で
き
る
の
か
と
い
う
現

場
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
こ
と
で
、選
別
精
度
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐藤
製材工場

丸井 秀樹

端
材
のマッ
チ
ン
グ

ギ
タ
ー
製
造
で
出
る「
乾
燥
済
み
で
含
水
率
が
安
定

し
た
良
質
な
端
材
」を
家
具
職
人
に
譲
渡・販
売
す

る
と
い
う
具
体
的
な
商
談
へ
進
む
兆
し
が
あ
っ
た
。

おいで家具

下小路 智之
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一
元
的
な
窓
口
の
欠
如

複
数
の
森
林
組
合
や
業
者
を
取
り
ま
と
め
る

流
通
の「ハ
ブ
」と
な
る
組
織
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

網走
地区森林組合

白木 考行

「
中
間
土
場
」の
開
放
と
小
口
販
売

自
社
の
土
場
に
一
度
材
を
下
ろ
し
、選
別
し
た
状
態

で
公
開
す
る
こ
と
で
、買
い
手
が
1
本
か
ら
で
も
直

接
見
て
購
入
で
き
る「
地
域
独
自
の
市
場
」の
よ
う

な
仕
組
み
を
作
る
。

網走
地区森林組合

白木 考行

帰
り
便
の
活
用
不
足

旭
川
な
ど
への
輸
送
の
帰
り
便
を

有
効
活
用
す
る
よ
う
な

地
域
内
物
流
の
最
適
化
が
で
き
て
い
な
い
。

網走
地区森林組合

白木 考行

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィの
欠
如

消
費
者
か
ら
産
地
を
問
わ
れ
て
も

「
北
海
道
産
」と
し
か
答
え
ら
れ
ず
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
」と
言
い
切
れ
る
証
拠
や

ス
ト
ー
リ
ー
が
な
い
。

山上木工

山上 裕一朗

原
木
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

札
幌
で
の
原
木
市
も
順
調
に
扱
い
量
が
伸

び
て
い
る
こ
と
か
ら
、原
木
を
求
め
て
い
る

人
は
多
い
と
感
じ
る
。

加賀谷木材

加賀谷 雅治

物
流
費
と
量
の
ジ
レンマ

少
量
で
は
運
賃
が
割
高
に
な
り
、

採
算
が
取
れ
な
い
た
め

「
も
っ
た
い
な
い
が
パル
プ
に
す
る
」と
い
う

判
断
が
下
さ
れ
る
。

札鶴ベニヤ

山本 純也

「
中
間
土
場
」の
不
在

5
本
、10
本
の
良
材
だ
け
で
は
、そ
れ
だ
け

持
っ
て
行
っ
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
の
で
、

一
時
的
に
貯
め
込
め
る
中
間
土
場
が
あ
る

こ
と
が
と
て
も
重
要
。

オ
ホー

ツク中央森林組合

前田 公平

流
通
前
の
選
別
の
必
要
性

工
場
土
場
に
持
っ
て
く
る
前
に
し
っ
か
り
と

木
材
を
選
別
し
て
か
ら
、搬
入
し
て
も
ら

え
る
と
と
て
も
有
り
難
い
。

葛西
木材工業

葛西 達彦

2
0
2
4
年
問
題
と
運
転
手
不
足

ト
ラ
ッ
ク
の
稼
働
制
限
に
よ
り

遠
方
への
運
搬
が

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

オ
ホー

ツク中央森林組合

前田 公平

伐
採
時
期
の
制
限

天
然
林
の
間
伐
事
業
は
時
期
に
縛
り
が
あ

る
た
め
、森
林
整
備
の
仕
組
み
か
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

滝上
町森林組合

吉田 哲治

物
流
の「
帰
り
便
」活
用

旭
川
へ
製
品
を
運
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
帰
り
便
に
地
域

材
を
積
む
な
ど
、輸
送
の「Uber

化
」の
よ
う
に
効

率
的
な
物
流
網
を
構
築
す
る
。

オ
ホー

ツク中央森林組合

前田 公平

共
同
集
荷
に
よ
る
ボ
リュー
ム
確
保

量
で
は
運
賃
が
合
わ
な
い
た
め
、複
数
の
業
者
が
材

を
持
ち
寄
れ
る「
借
り
土
場
」を
設
置
し
、ま
と
ま
っ

た
量
に
し
て
か
ら
出
荷
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

北海
道森

林組合連合会 北見

早坂 健太

ス
ト
ー
リ
ー
の
共
創

今
回
の
川
上
〜
川
下
ま
で
の
繋
が
り
か
ら
オ
ホ
ー

ツ
ク
広
葉
樹
の
付
加
価
値
を
つ
け
て
、オ
ホ
ー
ツ
ク

ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

真貝林工

眞貝 眞佐喜

立
木
で
のマッ
チ
ン
グ

使
い
た
い
人
を
山
に
案
内
し
て
、「
ど
れ
が
い

り
ま
す
か
？
」と
聞
け
れ
ば
、広
葉
樹
材
を

間
伐
で
き
る
の
で
無
駄
な
く
生
産
で
き
る
。

北見
広域森林組合

植松 彰

中
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「
目
利
き
」技
術
の
喪
失

ど
の
木
に
価
値
が
あ
る
か

判
断
で
き
る
熟
練
者
が
減
り
、

資
源
の
低
質
化
を
招
い
て
い
る
。

網走
地区森林組合
白木 考行

正
し
い
価
値
の
認
識
不
足

価
値
を
知
ら
な
い
作
業
員
が
、

高
値
で
売
れ
る
は
ず
の
材
を

チ
ッ
プ
用
に
短
く
伐
っ
て
し
ま
う
。

遠軽
地区森林組合

三瓶 英樹

選
別
手
間
の

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
欠
如

現
場
で
手
間
を
か
け
て
選
別
し
て
も
、そ
れ

が
作
業
費
や
利
益
に
直
結
し
な
い
た
め
、効

率
優
先
に
な
っ
て
し
ま
う
。

江本
木材産業

江本 尊哉

伐
倒
技
術
者
の
高
齢
化

広
葉
樹
の
伐
採
は
針
葉
樹
よ
り
難
易
度
が
高

く
、数
年
後
に
は
技
術
者
が
い
な
く
な
る
と

い
う
危
機
感
が
あ
る
。

住友
林業 紋別

内木 翔大

伐
採
技
術
の
継
承

10
年
〜
20
年
後
、広
葉
樹
が
増
え
て
く
る
が

目
利
き
で
き
る
人
材
と
伐
採
の
技
術
を
育

成
す
る
必
要
。

佐藤
木材工業

佐藤 健右

も
った
い
な
い
と
い
う
動
機
付
け

で
き
る
限
り
、価
値
を
見
出
し
て
、木
を
大
事
に
、い

い
も
の
は
よ
り
高
く
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
い

う
の
が
一
番
の
テ
ー
マ
。

遠軽
地区森林組合

三瓶 英樹

教
育
機
会
の
不
足

造
材
現
場
で
も
特
に
新
し
い
年
代
の
人
が

広
葉
樹
を
見
て
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
感
覚

を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。造
材
屋
さ
ん
か
ら

そ
の
ス
タ
ン
ス
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
。

遠軽
地区森林組合

三瓶 英樹

現
場への
ニ
ー
ズ
表（
シ
ー
ト
）導
入

ど
の
規
格
が
い
く
ら
で
売
れ
る
か
を
ま
と
め
た

「
ニ
ー
ズ
表
」を
山
に
備
え
付
け
る
こ
と
で
、若
手
で

も
迷
わ
ず
適
切
な
選
別
が
可
能
に
な
る
。

佐藤
製材工場

丸井 秀樹

根
気
強
い
個
別
指
導

1
本
ず
つ
性
質
が
異
な
る
広
葉
樹
の
伐
採・選
別
技

術
を
教
え
る
際
、失
敗
を
許
容
し
な
が
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
変
え
て
指
導
す
る
。

遠藤組

鎌田 和希

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

手
間
を
か
け
て
選
別
し
た
分
に
つ
い
て
は
、作
業
費

に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
単
価
を
上
乗
せ
す
る
な
ど
、

作
業
員
が「
選
別
し
た
方
が
得
だ
」と
思
え
る
報
酬

体
系
を
構
築
を
す
る
。

新生
紀森林組合

田川 薫



全道1位
管内の森林蓄積は、針葉樹99,042千
㎥、広葉樹57,307千㎥、合計156,349
千㎥であり、針葉樹・広葉樹ともに全
道１位である。広葉樹の樹種別蓄積
として、カンバ類、ナラ類、シナノキが
多くを占めている。
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針葉樹・広葉樹ともに

広葉樹の消費量は1980年代の

[樹種別森林蓄積]

1/60まで減少
昭和55年（1980年）までは、広葉樹の原木消費量は
全体の約3割だったが、その後令和5年（2023年）に
は、数量で60分の1まで減少している。一方、近年、針
葉樹の原木消費量も減少傾向であることから、今後、
広葉樹の有効活用が求められている。

[原木消費量（樹種別）]

[参加者アンケート結果]

[参加者アンケート結果]

令和7年度は、オホーツク管内の川上から川中下
の関係者が一堂に会し、意見交換することで“顔
の見えるつながり”を構築し、課題及び解決策へ
の道筋を検討しました。
　今後は、抽出された課題・解決策に対する具
体的なアプローチを検討していくとともに、オ
ホーツク地域の関係者が一体となって取り組ん
でいけるよう、アプローチを実行できる体制を整
えていく予定です。
　将来的には、広葉樹の有効活用に向け、オ
ホーツク管内において新たな連携体制の確立や
新たな商品開発、担い手確保などにつながるこ
とを期待しています。

参加者の80％が「強く感じた」「感じた」
と回答。一方で、「自分のグループ以外の
方と交流したかった」といった「顔の見え
るネットワーク」の構築を希望していると
見られる意見が寄せられた。

「顔の見えるつながり」が
できたと感じたか？

参加者の95％が「継続を強く希望する」
「継続を希望する」と回答。「一連の作業
工程等を見学し、意見交換できる研修会
があれば良い」など具体的な連携を希
望する声や、「川上・川下の交流は出来
たが、川中が課題」と現実的な課題とみ
られる声も寄せられた。

川上～川中～川下の
連携について

針葉樹

広葉樹

樹種の
割合

カツラ

カンバ類

ナラ類

シナノキ

カエデ
ニレ

ハリギリ（センノキ）
タモ類

その他 広葉樹の
種類

広葉樹
カラマツ

木工芸品（エンジュ）
／円舘工芸舎

木製スティック（シラカバ）
／相富木材加工

雑貨製品（ナラ、タモ、クルミ）
／ニシオカ製作所

（㎥）

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R50

300,000

600,000

900,000

1,200,000

データで見る
オホーツク管内

林業・木材産業
家具製品（ナラ）／山上木工

針葉樹
（カラマツ以外）

今後の展望・取組みたいこと

95%

「継続を強く希望する」
「継続を希望する

80%

「強く感じた」
「感じた」

63%

37%

＜令和５年度（2023年度）北海道林業統計＞

＜オホーツクの林産（令和5年度（2023年度）実績）＞


